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2017 年５月 31 日 

 

健康支援プロジェクト「Run with You」 
2017年度協賛大会決定！ 

 

第一生命保険株式会社（社長：稲垣精二 以下、当社）は、全国の市民マラソン大会への協賛等を柱とした「Run 

with You」プロジェクトの 2017 年度協賛大会を決定しました。東京マラソンをはじめとする全国 19 の市民マラソン大

会(下図参照)に協賛し、全国のランナーの皆さまを応援するとともに、地域の活性化に貢献していきます。 

 

今年度、当社が協賛する19大会のうち16大会は、全国のマラソン大会参加人数規模「ベスト50（※１）」に入る全

国有数の規模となります。19 大会の合計参加ランナー数は約 32 万人で、民間企業によるランナー支援としては国

内最大規模となります。「Run with You」プロジェクトを開始した 2015 年度からの累計では、協賛大会数は 49大会、

参加ランナー数合計は約 82 万人に上ります。 

当社は今後も、お客さまお一人おひとりに最高峰の安心のお届けと健康な人生のサポートを行うべく、更なる挑

戦を続けていきます。 

 

詳細は当社ＨＰをご覧ください。(http://event.dai-ichi-life.co.jp/company/run_with_you/index.html)  

  

      

※１ 全国のマラソン大会における参加人数規模「ベスト 50」は、株式会社計測工房調べ  

http://event.dai-ichi-life.co.jp/company/run_with_you/index.html
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■2017 年度協賛マラソン大会一覧 

 

  大会名 開催地 実施日 募集人数 

1 北海道マラソン 2017 北海道札幌市 ８月 27 日（日） 20,000 名 

2 新潟シティマラソン 2017 新潟県新潟市 10 月９日（月・祝） 12,000 名 

3 第２回水戸黄門漫遊マラソン 茨城県水戸市 10 月 29 日（日） 13,000 名 

4 横浜マラソン 2017 神奈川県横浜市 10 月 29 日（日） 28,000 名 

5 金沢マラソン 2017 石川県金沢市 10 月 29 日（日） 13,000 名 

6 富山マラソン 2017 富山県高岡市・射水市・富山市 10 月 29 日（日） 13,030 名 

7 下関海響マラソン 2017 山口県下関市 11 月５日（日） 12,000 名 

8 福岡マラソン 2017 福岡県福岡市・糸島市 11 月 12 日（日） 14,020 名 

9 第 7 回神戸マラソン 兵庫県神戸市 11 月 19 日（日） 20,000 名 

10 第 7 回大阪マラソン 大阪府大阪市 11 月 26 日（日） 30,000 名 

11 奈良マラソン 2017 奈良県奈良市・天理市 12 月 10 日（日） 17,500 名 

12 第９回いわきサンシャインマラソン 福島県いわき市 ２月 11 日（日） 10,000 名 

13 世界遺産姫路城マラソン 2018 兵庫県姫路市 ２月 11 日（日） 11,120 名 ※２ 

14 京都マラソン 2018 京都府京都市 ２月 18 日（日） 16,420 名 ※２ 

15 熊本城マラソン 2018 熊本県熊本市 ２月 18 日（日） 13,650 名 

16 第 26 回 2018 おきなわマラソン 沖縄県沖縄市・うるま市 ２月 18 日（日）予定 15,500 名 ※２ 

17 第 52 回青梅マラソン 東京都青梅市 ２月 18 日（日）予定 19,000 名 ※２ 

18 東京マラソン 2018 東京都 ２月 25 日（日） 36,000 名 ※２ 

19 名古屋ウィメンズマラソン 2018 愛知県名古屋市 ３月 11 日（日） 20,000 名 ※２ 

※２ 2016 年度実績 
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■協賛大会でのブース運営 ＜2017 年度も継続実施＞ 

大会会場の当社ブース内で血管年齢や肌年齢チェック等を実施し、あらためて健康について考えていただく機会

をご提供しています。また、2015 年度より実施している第一生命グループ女子陸上競技部元選手（以下、女子陸上

競技部元選手）が行う「ランニングフォーム診断」では、陸上経験に基づく視点からランニングフォームのアドバイス

を行っており、多くの方にご好評いただいています。※３ 

 

※３ ブース内で提供するコンテンツは各大会で異なる場合があります 

 

■女子陸上競技部元選手によるランナー支援 ＜2017 年度も継続実施＞ 

 ゲストランナーとしての大会参加やランニング教室等の実施を通じ、多くのランナーや子どもたちと触れ合います。 

 

 

  

 

 

 

        
                                                    
 


